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日本では音楽教育，特にピアノなどの習い事は早ければ早いほうがよい，と言われた時期があったが，音楽教育イ
コール楽器の演奏教育ではない。ピアノを習ったからといって情操が身につくわけではなく，ピアノが上手く弾ける
からといって感受性が豊かになり表現が上手になるわけではない。音楽的基礎能力を育てながら，集中力や反射反応
力，直感力，記憶力を養い，音楽の楽しさ美しさを心で，身体で感じることができるようになるために，幼児が母親
以外で最初に出会う先生（保育者）の役割は重要である。この論文は幼児が遊びの中で楽しく音にふれ音楽にふれ，
想像力や表現力を高めながら音楽の基礎能力も身体で感じ取れるように，リトミックを取り入れた遊びの実践である。
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はじめに

音楽大学などで音楽を専門に勉強した者ではない人た
ちは，「音楽表現」という言葉から，どのようなことを
思い浮かべるだろうか。幼児期に幼稚園や保育園で歌っ
た歌，小学校で歌った歌や合唱・合奏体験などを挙げる
人も多いだろう。音楽の学習は，「歌う」，「楽器を弾く」，
「曲を創作する」などの表現と，「聴く」の鑑賞から構
成される。幼児は歌を歌ったり，音楽に合わせて身体を
動かすことが大好きなのだが，こうした子どもたちの表
現活動をのばしていくために，指導者がピアノなどの鍵
盤楽器を使用して指導するとき，既成楽譜を弾くだけで
はなく，即興演奏が必要となってくる。あるときは子ど
もの動きに合わせ，またあるときは感情表現の手助けと
して，即興演奏が必要となることがしばしばあるのだ。
残念なことに，実際に幼児の指導に当たっている現場

の指導者たちが，自由に即興演奏する能力を身につけて
いるかというと，「否」である。子どもの成長過程にお
いて，幼児期に体験する様々な事象は，その心身の成長
や発達に多大な影響を及ぼす。音楽も，ただ歌って楽し
いだけで終わらせるのではなく，そこで体験する音楽の
質が問われてくる。我々大人が日々の生活の中で，より
音楽的に楽しみ，美しさに感動したりと自己研鑽する姿
は，子どもたちにすばらしい環境になるであろうし，子
どもたちに初期の段階で，質の高い，感動に満ちた音楽
体験をしてもらいたいと願うものだ。
生まれた子どもが成長していって，言葉を話しはじめ，

おしゃべりをしたり歌を口ずさんだりする行為は，まわ
りの人々，とりわけ親から話しかけられたり，歌いかけ
られたりすることで，獲得されていく。

子どもの音楽能力の発達に影響を及ぼしている要因に
ついて，マクドナルドとサイモンズは，「聴き取る力」
「身体的な調整能力」「知能」「経験」の相互作用の結果
であるとし，音楽的発達は，子どもたちが大人と一緒の
楽しい音楽的経験に参加する多くの機会を与えられて高
められる，と指摘している。（マクドナルド＆サイモン
ズ共著「音楽的成長と発達」）渓水社１９９９）
とりわけ，音楽的スキル（聴く，歌う，動く，創る）

の発達は，「身体的な発達（年齢）」と「身体調整力（経
験）」に依存していて，これらのスキルの高まりに際し
ても，大人の存在は見過ごされないのだ。
今日，家庭の中ではテレビ，ステレオ，ゲーム機など

から，さらに携帯ミュージックプレーヤーを持ち運び，
車にはカーステレオ，レストランへいってもBGM，と
いうように，私たちの周りにはあらゆる場所で音楽があ
ふれている。日本の文化にまでなったカラオケに行って
歌を歌い，コンサートにも足を運ぶ。この身近になった
音楽をどのくらい人々は「聴いている」いるのだろうか。
あまりにも氾濫している音楽を，聞き流すことに慣れて
しまってはいないだろうか。
今回私は，子どもたちが音楽を身体で感じ心で感動で

きるために，音楽教育として生まれたリトミックについ
て実践を通して考察していきたい。

ダルクローズとリトミック

「リトミック」とは何かと問われ，一言で言い表すの
はとても難しい。スイスの作曲家・音楽教育家であるエ
ミール・ジャック・ダルクローズ（１８６５～１９５０）によっ
て考え出された，音楽教育法である。日本ではリトミッ
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クのダルクローズとして有名だが，生涯たくさんの曲を
残している作曲家である。ウィーンでは作曲家アント
ン・ブルックナーにも師事している。その後パリに学び，
アルジェで副指揮者として仕事を始めたのがきっかけで，
アフリカの原住民の強烈なリズムと踊りに魅せられ，リ
ズムの世界へと入っていく。
彼が何故「リトミック」なるものを考え始めたのか。

スイスに戻ったダルクローズは，１８９２年若干２７歳でジュ
ネーブ音楽学校のソルフェージュと和声楽の教授となる。
ここで和声楽を学ぶ多くの学生たちがソルフェージュ能
力（和音を聴きとる力）を身につけていないことを知る。
これは能や身体が一緒に発達している子どもの時期に，
そして常に様々な体験，印象や感情を身体の中に伝え
合っている幼児期の最初の学習段階で和音経験をしない
で，成長して結果を紙に書くように要求するようになっ
てやっと経験するという，教育方法が誤りだと指摘する。
彼自身「聴音力は，すべての新しい感覚が子どもの心を
捉え，喜びに満ちた好奇心が子どもを生き生きさせる時
期に極めて迅速に発達するということだけでなく，ひと
たび耳が音や和音の自然なつながりについて訓練される
と，その子の精神は，読譜，記譜のさまざまな過程に習
熟することに何ら困難を感じない」と友人アドルフ・
アッピアに書いている。
ところが，聴く能力があるにもかかわらず，音を分割

したり，長さの異なるリズムをとれない，正しい音程を
表現できない学生がいるということから，聴覚だけでは
なく別の感覚が必要と考えるようになる。やがて，本来
のリズミカルな性質のものである音楽的感覚は，「体全
体の筋肉と神経の働きにより高まるものである」（ダル
クローズ著『リズムと音楽と教育』）という結論に達す
る。本来リズミカルな性質のものである音楽的感覚は，
からだ全体の筋肉と神経の働きによって高まるもの，と
考えるようになったダルクローズは，学生たちに音楽に
合わせ行進と停止をくりかえし練習し，耳で聴く音楽リ
ズムに身体的に反応することに慣れさせていった。
これが「リトミック」のはじまりであり，音楽教育に

リズム運動をとり入れて，音楽を聴く，歌う，演奏する，
創作するといった音楽教育のすべてを身体を動かす経験
を通して感じとっていくのがリトミックの教育法である。

音楽表現とソルフェージュ

毎年，幼稚園課程に入学してくる学生のほとんどは鍵
盤楽器の経験者である。中には幼稚園や小学校低学年か
ら習い始め，ピアノが好きで現在までも続けている学生
もいるが，ほとんどが２～３年，長くて４～５年で習う
のをやめている。これは中学校に入学するとほとんどの
生徒は部活動に参加し，学校の授業が終わると最終下校
まで目いっぱい部活動をすることになり，物理的に練習
する時間がなくなり，やめてしまう生徒が多いようだ。
ここで，大学へ入学してきて久しぶりにピアノを弾く

ことになるのだが，鍵盤楽器経験者の「ピアノを弾く」
「ピアノが弾ける」ということは，単に楽譜に書いてあ
る音符，音価（正しくとは言いがたいが）をピアノの鍵
盤を押すということだけ，ピアノの音を出すことに一生

懸命で，その他楽譜に記譜されていることは無視，自分
の弾いている音や曲に反応したり，感じたり，自分なり
に曲を表現することなど考えていない。楽譜はことばと
同じである。幼児は言葉を話せるようになり，読めるよ
うになり，次に書けるようになる。音楽も同じである。
きれいなお花をみて，母親が表情豊かに優しい顔で，声
で，「わぁー きれいだね。」というのを聞いて，まねて
体験して本当にきれいと思うようになる。「きれいなは
な」「おいしいけーき」と文字をよめても，花の美しさ
や，ケーキの美味しさ，味を知らなければ意味がないの
と同じように，ドと書いてあるからドを，ソと書いてあ
るからソを押さえればよいのではない。
幼稚園課程ではピアノの専門家を育てるわけではない

ので，専門家のような高度なテクニックや読譜力が必要
なわけではない。しかし相手が幼児だからといって音楽
の質が落ちたのではいけない。歌を歌う伴奏でも，楽し
い，うれしい，悲しい，苦しいなどの感情や情緒を高め
あらわしていく演奏をしてもらいたいと願う。「歌う」
という幼児にとって学習初期の体験であればあるほど，
質の高い，感動に満ちた音楽体験を味わいたいのだ。
ここで，学生たちのピアノがどうしてこうも音楽的で

はないのかという問題に戻るとしよう。
楽譜も読め指もそれなりに動き，メロディーを奏でて

いるのだが，音楽に抑揚，興奮，流れがないのだ。音楽
は歌うように流れなくてはいけない。文章と同じで，句
読点もあれば文節，段落もある。この音楽の文法，抑揚
を耳で聴いていない，聴いていないからこの曲をこう弾
こうという高揚する気持ちが湧かないのだ。これはソル
フェージュが出来ていないことが原因だ。「ソルフェー
ジュ」とは一言で言うと「音楽の基礎学力」だ。
基礎学力が付くと音楽の文法がわかり，どこからどこ

までが一つのフレーズかも見えてき，どのように歌いた
いかがわかってくる。すなわちどのように弾きたいのか，
表現したいのかという気持ちがわいてくるのだ。

歌うことの必要性―耳の役割

音楽に話す，読む，書くをあてはめるなら，最初に話
すは「歌う」ことになる。ルソーは「子どもの教育は生
まれた瞬間から始まる」という。幼児は母親が子守唄を
歌うのを聴いたり，テレビなどから流れてくるコマー
シャル，幼児番組や童謡の歌を聴いたり歌ったりと，
様々な音楽に満ちた環境が音楽の基礎能力を作る。歌う
ことは，うれしい，楽しい，悲しい，寂しい，などの感
情や情緒を高めていくのに必要でたいせつなことだ。
「歌う」ときにはまず音を自分でとらなければいけな
いのだが，このときに耳は自分の声をよく聴き正しい音
程へと導こうとする。このときに聴力の進歩発達を促す
のである。声を出すとき，発声器官と聴覚器官とは極め
て密接な関係にあり，聴く力の発達は発声の発達と密接
に関係している。ピアノを弾く，ピアノの音を出すとき，
耳は特別に努力しなくても（聞いていなくても）音はで
る。たとえ耳栓をしても視覚や触覚でピアノの曲をほと
んど正確に弾く，音を出すことはできる。このとき，耳
は「聴く」ことをしない。
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また，単に聴いた音を言い当てるだけが「耳がよい」
のではなく，音には音程差だけではなく，それ以外にも
様々なニュアンスがある。音の強弱，ディナミズム，緩
急，音色など色々な音楽の味付けを聴き取らなければな
らない。
リトミックの創案者であるＪ・ダルクローズは「すぐ

れた音楽教育法というものはすべて，音を出すことと同
じく，音を「聴くこと」の上に築かれねばならないと言っ
ている。

リトミックの実践

１．音楽にのるービートにのる
まず，音楽の流れに合わせて手拍子をする。ビートに

合わせて手拍子をするだけとはいっても，２歳児や３歳
児にとっては難しいし，年齢によって色々なヴァリエー
ションができるので，ここでは年齢に関係なく，単なる
手拍子からどのように発展させていくかを考察してみる。

� ４分音符のビートで（曲は自由に即興演奏）手拍子

ビートが打てるようになったら，１拍目だけを打つ，
２泊目だけ打つ，３拍目だけ打つ，４泊目だけ打つのよ
うに変化させる。あるいは，１拍目だけを休む，２泊目
だけを，３拍目，４泊目と同じように変化させたり，１
拍目と３拍目だけとか，２泊目と３拍目のように組み合
わせたりして，様々なリズムになれる。手拍子ができる
ようになったら，ステップ（足踏み）で同じようにする。

� ８分音符のビートで

� 色々なリズム（基礎リズム）で手拍子とステップ

これらのリズムを一つづつ打てるように増やしていき，
自由な即興演奏で手拍子やステップは出来るようにする。
このとき指導者は同じ強さで演奏しないようにする。時
に強く，あるいは弱く演奏することによって，音を「聴
く」センスを養う。これは弱い音を「聴く」瞬間に注意
力，集中力を育てることにもなる。

� 前例のリズムをとりいれた即興演奏の例

� 複リズム
手と足で異なるリズムをたたく。下記リズムを手は４

分音符でリズムを打ち，足は１のリズムでステップする。
同様に２，３～７のリズムでもでステップし，手と足を
入れ替えて反対に行う。
これらは，手と足だけではなく右手と左手でおこなっ

たり，太鼓などの打楽器を使用して，リズムをたたいて
もおもしろい。
さらに，グループＡとＢにわかれてアンサンブルも楽

しめる。Ａは２のリズム，Ｂは３のリズムをたたいて，
指導者の合図で入れ替えたり，他の番号と入れ替えたり
する。このときに右手と左手，グループＡとＢではくが合
うところ，合わないところを身体で感じることができる。

� 実際の曲で実践（おどろう楽しいポーレチケ）

ポーランド民謡をもとに作曲（シゲチンスキー）され
た「おどろう楽しいポーレチケ」は，ポーランドのワル
ツやポルカと同じく舞曲の一つといわれ，３拍子のリズ
ムが特徴的で保育内容の研究・表現（音楽）などの授業
用テキスト等に多く記載されている。またピアノの実技
練習での弾き歌いの習得にもよく使われる曲である。
小林幹治作詞の歌詞は，歌詞の内容がわかりやすく情

景もとらえやすく，幼児にも容易に歌える。しかも３拍
子の拍にのって身体表現も楽しむことが出来る。

さあ楽しい ポーレチケ ポーレチケ ポーレチケ
踊りましょう ランラララン
歌いましょう ランラララン
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ポーレチケの リズムに 弾むよ ぼくたちは
展開�
楽しく歌いながら���で手を叩く。
歌いながら（聴きながら）１拍目だけ手を叩く。同じ

ように２泊目だけ，３拍目だけ手を叩く。
展開�
楽しく歌いながら���でステップする。
１拍目は手拍子，２泊目３拍目をステップ
１拍目はステップ，２泊目３拍目を手拍子
１拍目３拍目はステップ，２泊目を手拍子

展開�
曲を歌いながら（難しいので聴きながらでもよい）
１．歌詞のリズムで手拍子
２．歌詞のリズムでステップ
（リズムの種類は次の４通り）

３．４分音符�でステップしながら，歌詞リズムを手
拍子

４．４分音符�で手拍子，歌詞リズムでステップ
５．４分音符のところは手をたたき，８分音符のとこ
ろは足でステップする。

〈応用〉
指導者の演奏にあわせて上記３あるいは４を行い，

合図（�ハイ�の声等）で手のリズムと足のリズムを
入れ替えていく。

�，�，�のような活動は，音楽にのって拍を感じてい
なくてはならず，集中力も養われる。

２．即興演奏
即興演奏（Improvisation）とは，決められた楽譜に

頼らず即席に作曲しながら演奏すること（広辞苑）であ
る。現在ではクラシックの世界よりもポピュラー音楽や
ジャズの世界で「アドリブ」というと「即興演奏」を意
味するくらい，重要とされている。しかし楽譜が重要な
役割を占めるクラシック音楽でも通奏低音やレティタ
ティーヴォ，鍵盤楽器のカデンツァのように時代や演奏
スタイルによって即興演奏は盛んに行われてきた。特に
オルガン奏者にとっては教会の礼拝の前後などにも即興
演奏は不可欠であった。
一口に即興演奏といっても，曲全体を創作する，歌の

伴奏のようにメロディーが与えられてそれに伴奏をつけ
る，モチーフなどがあって装飾や変奏をおこなって発展
させていったりと様々である。いずれにしても創作と演
奏を同時に進行させなくてはならず，楽譜をみて弾くの
とは違うテクニックや知識，創意が必要である。

保育の現場でも実際に幼児が音楽にあわせて動いたり，
リズム遊びをしたりするとき，または子どもの動きにあ
わせて即興的に音楽をつけたりと，鍵盤楽器における即
興演奏は保育者にとって不可欠といえよう。これはリト
ミックに限らず，保育者が歌の伴奏をするときにも要求
される。この際演奏能力（テクニック）のみではなくソ
ルフェージュ能力，音楽的知識，豊富な音楽体験が力を
発揮することとなる。童謡の伴奏付けなどメロディーに
ハーモニーをつける場合は，和声やコード進行を習得し
ていないといけないし，演奏する際にはフレーズ感や曲
のイメージなども必要である。
ここでは，伴奏付けではなく，子どもの自由な動きの

創作活動，表現活動の手助けとなる即興演奏の例を挙げ
てみる。以下対象は２～３歳児である。
ボール遊び
・ボールころがし
ボールを使った遊びの中で，テンポ（速度），ダイナ

ミクス（強弱），スペース（空間）の関係を感じ取る。
ボールをころがして相手に渡すとき，テンポが速いと

きはスペースは狭く（相手との距離は近く）勢いも弱く
しないと調度よい具合に相手に渡らない。また，テンポ
がおそいとスペースが広く（相手がとおく）ダイナミク
スも強くなる。これらテンポ・ダイナミクス・スペース
の関係性を身体の筋肉が体験し，この動きの中で呼吸を
感じ取り，さらに音楽的感覚が体験されていく。
下の楽譜例では１拍目でボールをころがし，三泊目で

相手に渡るようにするときの演奏例である。指導者は速
度や強弱を変えて演奏する。

・ボールつき
ボールをつくという動きのとき，自分にあった速さで

つくのであれば自然につける。はやくボールをつこうと
思えば，ボールをつく位置を少し低くして弱い力でつく
と速くつくことができる。同様にゆっくりつくにはおお
きな空間が必要で，少しつよくつかなければならない。
このことも，ボールころがしと同様に空間を狭く，エネ
ルギーを弱くすると速度は速く，空間を広く，エネル
ギーを強くすると速度は遅くなる。リズム運動や音楽表
現をおこなうときも，この関係に心と筋肉がむいている
とより自然に表現できるようになる。
以下，ボールをついて相手に渡す遊びの演奏例
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身体運動
� お友だちとお散歩
２拍子の音楽に合わせて色々な表現をする。

基本動作―４分音符のビートにのって歩く。
８分音符のリズムにのって駆け足する。

即時反応―ピアノの合図，または指導者の呼びかけで
方向を変えたり急にとまったりと，即時的反
応をする。

� 駆け足
音楽が８音符にかわったら（速くなったら）駆け足す

る。指導者は子どもたちの動きや様子をみながら，即時
的に曲を止めたり，ビートをかえたり，スイングさせた
りと自在に即興演奏できるようにする。

� ドライブ
いろいろなリズムやニュアンスの音楽を聴いて，イ

メージを広げていきながら動きを楽しむ。
（子どもたちの大好きな車に乗ってドライブ

どんな車，どんな道があるか想像して模倣創作）
以下自動車の走る様子などの即興演奏例

細い道
「細い道を運転するときは対向車や歩いている人とぶ
つからないように，慎重に運転しましょう」などど声か
けし実際にロープなどで床に道を作っても楽しい。

ぐにゃぐにゃ道（Ｓ字やクランク）
ぐにゃぐにゃ曲がった山道などをイメージして

バック
トラックなどのバック音を真似て

・動物の模倣活動
いろいろな動物をイメージし，表現力や即時反応力を

高める。
うさぎ
以下譜例はうさぎになって森へ散歩にでかけるという

ストーリーを作り（様々な体験をして）音楽をつけたも
のである。雨ではなく他の動物に出会ったり，色々なこ
とが考えられる。

「音楽表現」におけるリトミックの実践
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その他の動物の例
〈４分音符を基本として〉
たぬき

いぬ

〈２分音符を基本として〉
象

〈８分音符を基本として〉
リス
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